
第
八
節　
学
力
ト
ッ
プ
層
の
流
出
と
対
応

　
一
般
的
に
、
中
学
卒
業
生
の
他
地
域
へ
の
流
出
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
別
し
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
通
学
区
制
や
学
科
、
教
育
課
程
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
制
度
的
な
側
面
と
学
校
の
立
地
す
る
環
境
や
校
舎
建
築
、
さ
ら
に
は
交
通

網
な
ど
へ
の
評
価
と
い
っ
た
い
わ
ば
心
理
的
、
意
識
的
な
側
面
で
あ
る
。
学
力
ト
ッ
プ
層
の
流
出
と
そ
の
対
応
を
記
述
す
る
た
め
に

は
、
現
れ
た
数
字
の
背
景
を
具
体
的
、
客
観
的
な
事
実
に
よ
っ
て
説
明
し
て
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

必
然
的
に
制
度
的
な
側
面
に
重
心
を
置
く
こ
と
に
な
る
こ
と
を
予
め
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
　
通
学
区
制
の
変
遷

　
旧
第
六
通
学
区
（
佐
久
地
区
）
に
お
け
る
中
学
卒
業
生
の
流
出
は
、
学
力
ト
ッ
プ
層
も
含
め
て
第
一
義
的
に
は
通
学
区
制
の
変
更

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
通
学
区
制
の
主
な
変
更
点
と
年
代
を
ま
と
め
、
こ
の
章
全
体
の
背
景
の
骨
格
を
示
し
て
お

き
た
い
。

　
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年	

普
通
科
に
お
い
て
十
二
通
学
区
制
が
導
入
さ
れ
る
。

	

専
門
学
科
は
従
前
ど
お
り
四
通
学
区
制
を
維
持
す
る
。

　
一
九
九
五
（
平
成　
七
）
年	

パ
ー
セ
ン
ト
条
項
が
導
入
さ
れ
る
。

	

○
全
日
制
普
通
科
に
お
い
て
隣
接
通
学
区
か
ら
募
集
定
員
の
十
％
以
内
の
入
学
を
認
め
る
。

　
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年	

「
長
野
県
立
高
等
学
校
通
学
区
検
討
委
員
会
」
の
報
告
が
出
さ
れ
る
。
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○
普
通
科
の
通
学
区
は
、
地
域
ご
と
の
教
育
条
件
の
均
衡
を
は
か
る
た
め
四
通
学
区
制
が
望
ま
し
い
。

	

○		

過
度
の
受
験
競
争
を
避
け
る
た
め
に
も
、
多
様
な
個
性
を
評
価
で
き
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
入
学

者
選
抜
の
方
法
を
工
夫
し
、
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年	

四
通
学
区
制
へ
の
移
行
措
置
と
し
て
、
隣
接
通
学
区
か
ら
の
入
学
枠
が
二
十
％
に
拡
大
さ
れ
る
。

　
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年	

普
通
科
に
お
い
て
四
通
学
区
制
が
導
入
さ
れ
る
。

　
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年	

四
通
学
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
全
県
が
一
つ
の
通
学
区
に
な
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
世
界
的
に
は
新
自
由
主
義
の
流
れ
が
加
速
し
、
市
場
経
済
と
規
制
緩
和
を
至
上
と
す
る
考
え
方
が
社
会
経

済
の
広
い
分
野
に
ま
で
お
よ
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
教
育
分
野
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
文
部
科
学
省
は
「
高
等

学
校
教
育
の
一
層
の
個
性
化
・
多
様
化
を
推
進
す
る
」（
一
九
九
三
年
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
通
知
）
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、

選
抜
方
法
の
多
様
化
や
選
抜
尺
度
の
多
元
化
を
推
進
し
、さ
ら
に
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
は
新
学
科
で
あ
る
総
合
学
科
を
導
入
し
、

つ
い
で
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
は
公
立
学
校
に
中
高
一
貫
教
育
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
長
野
県
に
お
け
る
通
学
区
制
度
の
改
変
も
、
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
の
延
長
に
あ
っ
て
、
受
験
機
会
の
公
平
性
と
選
択
の
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
を
念
頭
に
自
由
化
が
進
ん
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

二
　
学
力
ト
ッ
プ
層
の
流
出
の
現
況

　
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
に
お
け
る
旧
第
六
通
学
区
の
他
地
区
へ
の
流
出
お
よ
び
他
地
区
か
ら
の
流
入
状
況
は
、
長
野
県
教
育

委
員
会
定
例
会
資
料
に
よ
れ
ば
流
出
百
三
十
九
人
、
流
入
百
四
十
三
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
見
る
と
必
ず
し
も
流
出
が
多

い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
内
、
も
っ
と
も
移
動
の
顕
著
な
旧
第
五
通
学
区
と
の
関
連
で
見
て
も
、
流
出
百
二
十
五
人
、
流
入
百
八
人
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と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
差
に
若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
全
体
と
し
て
は
四
通
学
区
制
へ
の
改
変
以
降
の
傾
向
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
野
沢
北
高
校
の
総
体
的
な
学
力
と
進
路
実
績
に
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
上
田
高
校
へ
の
流
出
状
況
を
見
る
と
、
そ
の
変
化

に
は
大
き
な
傾
向
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
間
の
特
徴
は
、
第
一
に
し
な
の
鉄
道
沿
線
の
小
諸
市
内
中
学
（
小
諸
東
・
芦
原
）
お
よ
び
北
佐
久
郡
内
中
学
（
立
科
・
軽
井
沢
・

御
代
田
）
の
五
中
学
か
ら
の
流
出
の
増
加
（
二
〇
〇
二
年
の
三
〇
人
か
ら
二
〇
一
九
年
の
五
二
人
へ
）
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
佐
久
市
立
浅
間
中
か
ら
の
流
出
の
急
増
（
二
〇
〇
二
年
の
一
人
か
ら
二
〇
一
九
年
の
一
七

人
へ
）
で
あ
る
。
浅
間
中
は
通
学
区
域
が
Ｊ
Ｒ
佐
久
平
駅
周
辺
に
あ
り
、
上
小
方
面
と
の
親
和
性
が

高
く
、
四
通
学
区
制
の
初
期
か
ら
他
の
佐
久
市
内
の
中
学
校
の
な
か
で
は
比
較
的
多
数
の
生
徒
の
入

学
が
継
続
し
て
き
た
が
、
近
年
は
突
出
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ト
ッ
プ
層
の
上
田
高
校

へ
の
流
出
に
は
、
通
学
区
制
度
の
改
変
に
加
え
て
、
鉄
道
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
距
離
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
の
あ
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
進
路
実
績
な
ど
も
含
め
た
学
校
に
対
す
る

地
域
の
評
価
総
体
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
他
、
佐
久
地
域
の
ト
ッ
プ
層
の
流
出
の
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
佐
久
長
聖
の
中
学

校
開
校
と
山
梨
県
北
杜
市
立
甲
陵
高
校
の
存
在
で
あ
る
。
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
開
校
し
た
佐

久
長
聖
中
学
は
、
す
べ
て
が
佐
久
地
域
の
小
学
校
出
身
の
生
徒
で
占
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
県
内
初
の
中
高
一
貫
校
で
あ
り
、
同
じ
佐
久
市
に
位
置
す
る
野
沢
北
高
校
が
三
年
後
の
高
校
入

試
お
よ
び
六
年
後
の
大
学
入
試
に
さ
い
し
て
、
あ
る
程
度
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
想
像
で
き
た
。

ま
た
、
山
梨
県
北
杜
市
に
位
置
す
る
市
立
甲
陵
高
校
は
、
中
学
を
併
設
す
る
定
員
百
二
十
名
の
小
規

旧第６通学区内の中学校から上田高校への入学

年度 入学者数（募集定員） 備考

2002 33	 （36） パーセント条項（10％）

2003 33	 （72） パーセント条項（20％）

2004 59（324） 普通科における４通学区制

2019 77（320） 通学区解消
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模
校
で
あ
る
が
、
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
し
て
お
り
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
に
は
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、
高
い
教
育
力
を
発
揮
す
る
学
校
と
し
て
人
気
が
高
い
。
二
〇
二
〇
年
の
進
路
状
況
を
例
に
と
れ
ば
、
東
京

大
学
三
人
、
東
北
大
学
三
人
、
筑
波
大
学
三
人
な
ど
国
公
立
大
学
へ
四
十
八
人
、
私
立
大
学
へ
は
早
稲
田
大
学
七
人
、
慶
応
大
学
四

人
、
東
京
理
科
大
学
五
人
な
ど
四
十
九
人
が
合
格
し
て
い
る
。　
　

　
旧
第
六
通
学
区
か
ら
は
、
長
野
県
の
通
学
区
制
の
変
遷
に
関
わ
り
な
く
、
山
梨
県
に
近
い
川
上
中
・
南
牧
中
か
ら
毎
年
複
数
名
の

生
徒
が
入
学
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
か
ら
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
ま
で
の
入
学
生
の
総
計
は
、
川
上
中
二
十
八
人
、

南
牧
中
二
十
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
中
央
東
線
長
坂
駅
ま
で
は
小
淵
沢
か
ら
十
分
以
内
、
Ｊ
Ｒ
小
海
線
経
由
で
も
信
濃
川
上
駅

か
ら
は
一
時
間
弱
の
距
離
に
あ
り
、
中
込
駅
ま
で
の
時
間
と
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
川
上
村
や
南
牧
村
の
保
護
者
の
な
か
に
は
従

前
の
進
路
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
子
供
の
個
性
を
生
か
す
学
校
を
自
由
に
求
め
る
気
風
が
あ
り
、
県
外
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
校

へ
の
進
学
が
最
近
に
な
っ
て
特
に
い
ち
じ
る
し
い
。

三
　
学
力
ト
ッ
プ
層
の
流
出
に
よ
る
進
学
へ
の
影
響

　
こ
こ
で
は
進
学
状
況
に
限
定
し
て
流
出
の
影
響
を
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
ト
ッ
プ
層
の
密
度
が
薄
く
な
る
こ
と
は
生
徒
会
活
動
や

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
生
徒
の
学
校
生
活
全
般
に
も
有
形
無
形
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
学
校
の
活
力
総
体
に
ま
で
お
よ
ぶ
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
。

　
学
力
ト
ッ
プ
層
の
流
出
が
た
だ
ち
に
進
学
の
経
年
状
況
に
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
事
実
、

二
〇
〇
四
年
の
四
通
学
区
制
へ
の
移
行
以
降
も
、
国
公
立
大
学
の
現
役
合
格
率
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
三
十
％
台
の
後
半
か
ら
四
十
％

超
を
維
持
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
進
路
実
績
に
対
す
る
地
域
の
信
頼
に
加
え
、
第
二
節
の
「
学
力
向
上
と
進
学
の
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成
果
へ
の
期
待
と
熱
気
」
に
あ
る
と
お
り
、「
地
域
の
伝
統
校
」「
地
域
の
進
学
校
」
を
堅
持
し
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
た
教
師
集

団
の
熱
意
と
努
力
、
さ
ら
に
現
実
を
直
視
し
た
指
導
体
制
の
変
革
の
賜
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

　
他
方
東
京
大
学
を
は
じ
め
難
関
国
立
大
学
や
国
公
立
大
学
の
医
学
部
医
学
科
へ
の
合
格
者
数
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
減
少
し
た

状
況
が
続
い
た
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
は
東
京
大
学
も
含
め
難
関
国
立
大
学
合
格
者
は
十
八
人
、
国
公
立
大
学
医

学
部
医
学
科
七
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
は
難
関
国
立
大
学
五
人
、
国
公
立
大
学
医
学
部
医
学
科
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
比
較

的
厚
い
上
位
層
が
切
磋
琢
磨
し
て
高
い
進
路
を
志
し
実
現
し
て
い
く
、
中
下
位
層
は
そ
う
し
た
校
内
の
雰
囲
気
を
力
に
変
え
て
飛
躍

し
、
思
い
が
け
な
い
結
果
を
出
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
循
環
が
進
路
環
境
を
良
好
に
導
く
大
切
な
要
因
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
そ

う
し
た
循
環
が
以
前
ほ
ど
強
く
働
か
な
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
る
と
、
大
人
し
く
真
面
目
に
努
力
す

る
生
徒
た
ち
が
教
師
集
団
の
指
導
に
素
直
に
従
い
国
公
立
大
学
の
合
格
率
を
支
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
　
学
校
の
対
応

　
第
二
節
の
「
学
力
向
上
と
進
学
の
成
果
へ
の
期
待
と
熱
気
」
の
記
述
に
は
教
師
集
団
の
奮
闘
が
如
実
に
う
か
が
え
る
が
、
こ
こ
で

は
こ
の
間
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
に
開
始
さ
れ
た
県
内
で
初
め
て
の
「
土
曜
公
開
授
業
」
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
度
の
学
校
完
全
五
日
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、長
野
県
で
は
各
校
で
第
三
者
機
関
（
同
窓
会・Ｐ
Ｔ
Ａ
）

が
運
営
す
る
土
曜
講
座
が
設
立
さ
れ
、
土
曜
日
の
活
用
が
始
ま
っ
た
。
本
校
で
も
、
同
窓
会
長
を
塾
頭
と
す
る
「
岳
南
塾
」
が
設
立

さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
度
、
二
〇
〇
三
年
度
に
は
講
演
会
や
教
養
講
座
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
回
程
度
行
わ
れ
た
。
講
師
は
本
校
職
員
（
兼

職
兼
業
で
対
応
）、
本
校
Ｏ
Ｂ
、
地
域
の
研
究
者
な
ど
で
あ
り
、
地
域
住
民
や
本
校
Ｏ
Ｂ
、
保
護
者
や
在
校
生
が
参
加
し
た
。

　
講
座
は
、「
哲
学
入
門
」「
日
本
と
日
本
人
」「
佐
久
の
植
物
」「
佐
久
の
地
質
」（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）「
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
文
化
遺
産
」
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